
    

締めくくりの３学期が始まって                       

令和７年、２０２５年を迎え、いよいよ今年度最終の３学期がスタートしました。今学期も引き続き、保護

者・地域の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いします。 

さて、スタートから３日が過ぎましたが、学級では３学期の目当てを立てたり、当番・係を決めたりして、

学級が動き始めました。学年を締めくくるとともに、進級・進学を控えた学期であり、教職員一同は一日

一日を大切にして子どもたちに関わっていきます。下は、共通理解している今学期の重点事項です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートで実施した始業式での講話においても、上の内容について話をしました。以下がその際のスラ

イドです。 

  まず２学期終業式で示した各学年の伸

びた点を再確認しました。（画像は６年生

分のみ） 

  次に２学期の児童アンケートの「学校

では明るく楽しく過ごせている」について

９０．２％が「そう思う」と回答したこと出し

ました。「この結果はうれしいのだけれども、裏を返すと約１０％の人、１０人いたら１人、３０人だと３人が

『そう思っていない』ことになる。これから先二度とないメンバーで過ごす３学期だから、卒業の日に、修了

の日にぜひ１００％になるような過ごし方をしてほしい。」と伝えました。 
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令和７年１月１４日 

長崎市立福田小学校 

学校だより 

校長 寺田 成広 心を満たし、夢や願いを叶える学校  ～見つめよう 認めよう～ 

〇みんなが『楽しさ』を存分に味わえる日々に 

【卒業式・修了式の日に、学級の解散を惜しむ思いが沸き上がる】 

（２学期児童アンケート：学校では、明るく楽しく過ごせている 肯定的回答９０．２％・否定的９．８％） 

（学校が楽しい理由：友達、会える、話す、遊べる・・・）                        このままにしない！ 

（楽しさを阻害すること：勉強、授業、先生、人間関係・・・）「教職研修１２月号 P３４、３５より」 

   ❑集団の中で「持ち味」をどう生かすか  

協働性を育む学年学級経営 ⇒ 個が生きる、集団が高まる 

❑安全の欲求、所属と愛の欲求、承認の欲求を相互に満たし合う関係づくり ➡ 「心を満たし」 

  ・人間的未熟さからの「わがままな言動」のリフレクションを繰り返す ➡ 自分を「見つめる」 

  ・「わがまま」の増長や怒りにつなげない  

  ➡内容はともかく、行為に至った過程は受け止める（なるほど、そう思うんだ） ➡ リフレクション≒「諭す」 

❏福田小校内研究の主題「夢の実現に向け、生き生きと学ぶ子どもの育成」 

                  副主題 ～主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業づくり～  

➡最後まで、こだわりをもって実現を目指す 
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  続いて、「そのためにどうするか」として左のスライドを出しまし

た。「『自分も友達も明るく楽しく過ごせるようにしているか』につ

いて、しっかりと自分を見つめてください。見つめた中で間違いや

うまくできないことに気付いたならば、次に生かしてほしい。」と話

して、学校目標と合言葉をあらためて確認しました。 

 

  子どもも大人も成長するには、「成功・失敗の経験と、それに至った自身の

言動の振り返り（リフレクション）、そこから次への教訓を得る」を繰り返すこと

が最も大事です。但し、子どもの場合は振り返りが具体的でなかったり、都合

の良いように解釈したりすることが往々にしてあります。私たち大人は、振り返っている子どもたちに寄り添

って、次に生かすものを得られるようにしていく必要があります。 

 

さて、私の話の後は、２年中●●●さん、５年廣●●●●さんの発表でした。●●さんは、「２学期はかけ

算を頑張り、成果が上がった。３学期は、苦手なことにも進んで取り組んでいく。困っている友達がいたら優

しく助ける。」と堂々と発表してくれました。 

●●●さんは、「宿泊学習では仲間の大切さや協力の大事さが分かったことと、卒業する姉、６年生を

感謝の気持ちでしっかり見送れるように本気で練習に取り組むこと」などを落ち着いて発表しました。 

校長室からの慣れないリモート発表でしたが、二人とも、新年、新学期の幕開けにふさわしい内容と姿

でした。 

 

 

 

 

 

 

式終了後は、生活指導担当の●●教諭より１月の生活目標についての話がありました。 

１月の目標は、「『あはは運動』で、元気いっぱいにすごそう」です。 

  長崎市の幼稚園、保育園、こども園、小学校で長

く継続している運動ですが、「知っている」の回答が

上がらない実態があります。 

（児童：８２％  保護者：８５％） 

  心も体も健康になり、社会の一員としての基本と

なるマナーを語呂良くまとめたものです。 

保護者の皆様にも、この機会にぜひ再確認してい

ただきたいと思います。 
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